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施設ガイド※このコーナーでは、市内の文化・教養施設のイベント情報などを紹介します。
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中谷宇吉郎　雪の科学館　☎75-3323

●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：水曜日（祝日は開館）〔今月は7、14、21、28日〕
●入館料：一般500円　75歳以上250円

加賀市美術館　☎72-8787

●開館：10時～18時（入館は17時30分まで）
●休館日：火曜日(祝日開館)および展示替期間〔今月は5～9、13、20、27日〕
●入館料：展示内容によって変わります

九谷焼窯跡展示館　☎77-0020

●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：火曜日（祝日は開館）〔今月は6、13、20、27日〕
●入館料：一般310円　75歳以上150円

魯山人寓居跡　いろは草庵　☎77-7111

●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：水曜日（祝日は開館）〔今月は7、14、21、28日〕
●入館料：一般500円　75歳以上250円

深田久弥　山の文化館　☎72-3313

●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：火曜日（祝日は開館）〔今月は6、13、20、27日〕　
●入館料：一般300円　75歳以上150円

九谷焼美術館　☎72-7466

●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：月曜日（祝日は開館）〔今月は5、19、26日〕
●入館料：一般500円　75歳以上250円 

♦第 16回小学生イラスト原画　九谷焼絵皿展
　～水の生き物～　　8月 25日㈰まで

　「水の生き物」をテーマに募集したイラス
トコンクールの受賞
作品 16点（国内 8点、
台南市 8点）の九谷
焼絵皿作品と、入選
作品 202点を展示し
ます（企画展示室の
み無料）。

♦特別展　大聖寺藩創設 380年記念　
　後藤才次郎磁佛と古九谷　　8月 31日㈯～

♦傘寿記念　長谷川清展―感謝と喜びを
　　絵筆にそえて―　併催「郷土の洋画家たち」
　8月 4日㈰まで
♦没後 60年　魯山人と加賀展
　8月 10日㈯～ 9月 16日㈷
♦加賀市美術館名品展
　8月 10日㈯～ 10月 20日㈰
♦西陣美術織 若冲 動植綵絵展
　8月 16日㈮～ 8月 19日㈪

♦水彩画教室　講師：長谷川 清 さん 12日㉁
♦筆ペン教室　講師：荒木 暁月 さん 22日㈭

♦企画展　魯山人 -食 -　　9月 24日㈫まで
　料理にふさわしい器をもとめて作り出された
作品は、魯山人の「食」への強いこだわりが見
られます。随所に込めら
れた「食」への思いをご
覧いただけます。
・ギャラリートーク
　8月 31日㈯ 13時 30分～

♦わたしの「福」　8月 1日㈭～ 9月 10日㈫
　5月 2日から限定 100人に募集した「福」の
字を展示し、入館者の皆さんで審査します。

♦聞こう会
　「深田久弥のヒマラヤ ～映像と解説～」
　　8月 11日㈷
　　13時 30分～ 15時
　　講師：真栄 隆昭 さん
　　（深田久弥と山の文化
　　を愛する会会員）

♦聴山房展　鎮魂と再生　つたにひろこ展
　　8月 18日㈰～ 9月 26日㈭

♦ 2019年度夏期企画展
　　近代九谷の名工たち　蒼翠
　　10月 7日㈪まで

　「染付」や、九谷五
彩の「緑」「紺青」な
どの色が印象的な作
品を展示します。

♦ミュージアムショップ・ミニテーマ展
♦蹴りロクロ成形や上絵付けも体験できます。
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〔個人蔵〕

▲加賀市長賞「カラフルなタコ」
　山代小学校6年　田島悠都

▲北大路魯山人
　織部扇面鉢〔個人蔵〕

▶ビッグ・ホワイト・ピ－ク
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♦山田功写真展「彩氷」　10月 8日㈫まで

♦夏休み特別企画ワークショップ
　8月 3日㈯、10日㈯、24日㈯
　①「万華鏡をつくろう！」
　　9時 30分～ 11時 30分
　　材料費：500円
　　作業時間：約 15分程度
　②「アイロンビーズで雪の結晶」
　　13時 30分～ 15時 30分
　　材料費：100円
　　作業時間：約 15分程度



施設ガイド ※ 各施設入館料　高校生以下・障がいのある人などは無料です。
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鴨池観察館　☎72-2200

●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：年中無休
●入館料：一般310円　75歳以上150円

北前船の里資料館　☎75-1250

●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：年中無休　
●入館料：一般310円　75歳以上150円　

竹の浦館　☎73-8812

●開館：9時～17時　
●休館日：水曜日(祝日の場合は翌木曜日)〔今月は7、10～18、21、28日〕
●入館料：無料

山中温泉　芭蕉の館　☎78-1720

●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：水曜日（祝日は開館）〔今月7、14、21、28日〕  
●入館料：200円

山中座　☎78-5523

●開館：8時30分～22時
●休館日：年中無休　
●入館料：無料

はづちを楽堂　☎77-8270

●開館：9時30分～18時　
●休館日：水曜日（祝日は開館）〔今月は7、21、28日〕　
●入館料：無料

♦カメラで虫撮り 2019
　10時～ 12時、13時～ 16時
　カメラ貸出あり（50円～）。雨天時・他イベン
　ト開催時は中止。
♦鴨池探検隊！夜の鴨池 探検しよっさ！
　8月 24日㈯　18時～ 20時　※要予約
　持ち物：タオル・飲み物
　黒っぽい服装で参加
　ください。

♦ヒシの実染め　※要予約
　8月 25日㈰　9時 30分～ 12時
　

★いずれのイベントも参加費として入館料が必要
（高校生以下無料）

♦企画展　塚田外志男作品展　8月 20日㈫まで
♦奥の細道を詠もう会
　8月 9日㈮　 
　9時 30分～
♦歌仙巻
　8月 20日㈫　13時 30分～
　講 師：橋本 薫 さん

♦ふるさと山中夏まつり　
　8月 25日㈰まで　19時 45分～ 21時 30分
　昔懐かしい夜店やステージイベントなど、
楽しさいっぱいのお祭りです。期間中毎夜開
催します。

♦常設展
　橋立町の歴史的町並みに建つ旧北前船主の
邸宅に、江戸後期から明治中期まで瀬戸内、
日本海、北海道を舞台に活躍した「北前船」
に関するさまざまな資料を展示公開していま
す。

♦サマーキッズ ぐりんぐりん
8月 29日までの月・火・木・金曜日

（8月 10日～ 18日は休）参加費：800円（保険料）
対象：小学生　持ち物：水筒、内履き

♦わくわくサマー合宿　※要申込
　8月 24日㈯ 13時 30分～ 25日㈰ 14時 30分
　対象：小3年以上 参加費：4,500円（食事、保険込）
　ゲームや工作、おばけもいるかも！？

♦がわ市
　8月 4日㈰、18日㈰　7時頃～ 8時頃

♦ねこ面ワークショップ　参加費：500円
♦つまみ細工のフォトフレームワークショップ　
　参加費：1,000円
　いずれも 8月 17日㈯・18日㈰　10時～ 17時

ろくろの里　食彩館山ぼうし　☎78-0051

●開館：11時～17時
●休館日：水曜日(祝日は開館)〔今月は7、21、28日〕
●入館料：無料

♦そば打ち体験　※要予約
　11時～13時、12時～14時
　2人～3人
　　1人1,836円(税込)
　4人以上
　　1人1,620円(税込)

▲自分で打ったそばの味は格別

▶みんなで
　夏まつりに来てね

▶ライトトラップにはどんな虫が
　集まってくるかな？

土曜日の研究室
　○ペットボトル顕微鏡　8月17日㈯
　※材料費として300円必要です。
　※受付は9時～11時、13時～16時。



問誘客推進課　☎72-7900

ぐず焼きまつり

グッチ裕三さんが
やってくる！！ 

キラリ!

▶今回の特集は、わくわくでき
るような体験型スポットを紹
介しています。表紙の撮影を
行った黒崎海水浴場。子どもた
ちが飛びはね、駆け抜け、笑顔
はじける姿に夏の楽しさを改
めて教えてもらった気がしま
す。さぁ、今年の夏はどこに行
こうかな？みなさんも夏は市
内を巡ってみませんか。

人　口 ： 66,728人〔－73〕
　男：31,724人〔－24〕
　女：35,004人〔－49〕
世帯数 ： 29,236世帯〔－23〕

世帯と人口（7月1日現在） 住民基本台帳より〔先月比〕

就学前のお子さん大募集！
詳しくは政策推進課まで

すくすくキッズすくすくキッズ

平成27年
10月生まれ

岡本 一鷲くん、茉優ちゃん

(山中温泉塚谷町）

　こんにちは。地域おこし協力隊・NCLKの直地です。
毎日溶けてしまいそうな暑さですね。先日、夏こそ紅茶を飲もう！と
いうナイス情報をキャッチしました。紅茶には、紅茶ポリフェノール

が含まれていて、美と健康に役立つ効果が期待され
るんだそうです。
① 紫外線による肌の炎症を緩和 
② 利尿作用でデトックス 
③ 腸内環境を整えてデトックス 
④ 脂肪の吸収を抑える　 などなど。
　特に夏の健康美を保ちたい女性には聞き逃せない
情報ですよね。「茶は養生の仙薬なり」とは、鎌倉
時代に茶を広めた禅僧・栄西が『喫茶養生記』で記
した言葉。昔から茶を日常的に飲んで、健康を保っ
てきた人々の歴史があります。地元加賀の紅茶を、
暑さに負けないハツラツとした健康作りにお役立て
ください。私も暑い日に飲みやすいアイスティーや
ティーソーダにして、夏の紅茶美人を目指します！

夏の紅茶美人

平成25年
7月生まれ

　グズというのは大きなドンコ（ハゼの一種で純淡水生
の魚）のことで、木の枠の上に竹や藁で、長さ7～8ｍの
グズに仕上げます。
　27日の夕方から、白足袋姿の約50～60人の青年や壮年
たちがグズをかつぎ、“ワッショイ”とかけ声をかけ、
細長い宿場町をねり歩きます。
　JR動橋駅前に集結した2基のグズは迫力の乱舞を繰り
広げたあと、振橋神社の境内にかえり若者たちの手で焼
き払われます。グズを焼いた炎の燃えさかる神社の境内
で、振橋節の輪踊りが夜遅くまで続きます。

※祭り期間中は会場周辺で一部交通規制が行われます。
ご注意ください。

　毎朝6時45分。山中温泉菊の湯前には、朝湯の会のメンバー
20人ほどが集まっています。代々続く「朝湯の会」。菊の湯
前にあるお堂にお参りし、源泉を一口いただき、そして朝一の
湯につかるという日課です。

　93歳の谷口長四郎さんは、朝湯の会会長として、毎朝欠か
さず菊の湯へ通っています。「朝湯に2日休むと心配して家ま
で見に来てくれるほど、親しい間柄となっている」と話します。
菊の湯の営業が始まる前に、昨日まちで起こったことを話し
合っているので、どこよりも早く情報が耳に入ると楽しそうに
教えてくださいました。

　先日2週間ほど、朝湯に通えない時期があった谷口さん。久
しぶりに入った温泉は体に染み渡り、改めて朝湯の良さを実感
したと言います。「毎日湯につかるのが、何よりも元気のもと」
という谷口さんは、仲間とともに今日も朝湯に向かいます。

「朝湯はこころも体もあたたかく」
　谷口 長四郎 さん（山中温泉冨士見町）

27日はグッチ裕三さん
（加賀市特命かがやき大使）が来場！

17時～　
グッチ裕三さんプロデュース
加賀メンチ販売（限定500個）
20時～　
歌のステージ
（予定）
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